
 

 県内初！マンションのエレベーター内に防災チェアの設置を支援 

～地震発生時にマンションのエレベーター内に閉じ込められた時の対策～ 
 

市は、地震発生時にマンションのエレベーター内に閉じ込められた時の対策として、 

保存水やトイレ袋などの非常用品が入った防災チェアの設置を支援します。 

 これは、市内に分譲マンション及び賃貸等の共同住宅が増加しており、地震等の発生時に

エレベーターに閉じ込められた際に、エレベーター利用者の安全と安心を確保するために行

うものです。 

また、公共施設を安心して利用してもらうため、市庁舎やコミュニティーセンター等の

エレベーターにも設置します。 

 

１ 対象者 

  マンション管理組合など 

２ 対象住宅 

(１)現に住宅として使用されていること。 

(２)エレベーターが設置されており、かつ、防災チェア及び防災キャビネット等、 

エレベーター内に災害発生時の非常用品を備えた容器等を設置していないこと。 

３ 申請者負担金 

市が購入した防災チェア１台につき 30,000円 ※定価 94,600円（税込） 

４ 防災チェア収納品（チェア本体はトイレとして使用可能） 

収納品 収納数 

10年保存水（500ml） ３本 

紙コップ ５個 

ＬＥＤランタン（電池付属） １個 

トイレ袋 ３枚 

トイレットペーパー １個 

ポケットティッシュ ３個 

アルミブランケット ３枚 

冷却バンダナ ３個 

非常用クッキー（10年保存） ３袋 

非常用ホイッスル １個 

消臭剤 １本 

吸盤付クリップ ２個 

５ 事業期間 

  令和６年４月１日～令和７年３月 31日 

６ その他 

  事務手続き上、引き渡し時期は、６月下旬から７月上旬を予定 

７ 事業費 

  8,500千円 ※申請者負担金、県費含む 

 

◎この件に関するお問い合わせ 

海老名市 市長室 危機管理課 電話 046-235-4501 

令和６年４月 25 日 
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